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一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

但
馬
空
港

開
港
か
ら
22
年

を
超
え
た
。
定

期
路
線
を
守
る

た
め
に
と
補
助

金
を
出
し
続
け

て
い
る
。
50
％

を
超
え
る
補
助

金
の
見
直
し
を

求
め
る
が
ど
う

か答　

多
く
の
市

民
に
但
馬
空
港

を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で

路
線
の
維
持
、

活
性
化
を
図
り
、
大
交
流
に

不
可
欠
な
東
京
直
行
便
の
実

現
を
目
指
し
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

問　

平
成
26
年
11
月
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
20
年
間
一
度
も
乗
っ

て
い
な
い
と
い
う
市
民
が
57

％
も
あ
る
。
1
万
4
千
円
の

料
金
に
7
8
0
0
円
の
補
助

だ
。
ま
た
、
利
用
者
の
2
万 

9
千
人
の
う
ち
1
万
8
千
人

は
補
助
な
し
の
料
金
で
乗
っ

て
い
る
。
補
助
の
見
直
し
の

検
討
を
求
め
る
が
ど
う
か

答　

乗
っ
て
い
な
い
人
の
率

を
言
う
と
バ
ス
は
も
っ
と
大

き
な
割
合
に
な
る
。
東
京
直

行
便
の
実
現
ま
で
今
の
ま
ま

で
行
く
。

問　

農
業
は
国
・
豊
岡
市
の

礎
だ
。
こ
の
施
策
は
歓
迎
す

る
。
予
算
の
拡
充
で
継
続
と

充
実
を
求
め
る
。
ス
ク
ー
ル

生
の
意
見
・
要
望
を
聞
く
機

会
を
確
保
し
、
受
け
入
れ
先

の
意
見
も
聞
い
て
い
る
か

答　

現
在
ス
ク
ー
ル
生
は
5

人
。
卒
業
生
は
6
人
だ
。
せ

っ
か
く
豊
岡
の
農
業
に
期
待

を
し
て
入
っ
た
方
で
あ
り
、

大
切
に
対
応
し
た
い
。
要
望

は
4
点
ほ
ど
あ
り
、
支
援
の

制
度
も
整
え
て
き
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
農
家
か
ら
、
他

の
認
定
農
業
者
か
ら
も
学
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

問　

10
万
円
は
あ
り
が
た
い

が
、
他
所
か
ら
来
て
家
を
借

り
て
の
生
活
は
苦
し
い
、
卒

業
後
の
就
農
準
備
が
出
来
な

い
。
農
地
や
農
機
へ
の
補
助

は
卒
業
後
で
あ
り
勉
強
中
は

な
い
が
ど
う
か

答　

研
修
生
へ
の
10
万
円
は

生
活
給
で
は
な
い
。
研
修
に

必
要
な
経
費
で
あ
る
。
大
抵

の
研
修
生
か
ら
は
大
変
有
利

な
制
度
だ
と
聞
い
て
い
る
。

22年飛んでいます。あと2年がんばるサーブ機

但
馬
空
港
利
用
補
助
金
の

 

見
直
し
の
検
討
を
求
め
る

村岡　峰男議員
「
農
業
ス
ク
ー
ル
」

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る

委
員
会
〜
管
内
・
管
外
視
察
報
告
〜

議
会
運
営
委
員
会

8
月
8
日
〜
10
日

「
議
会
運
営
全
般
及
び
議
会

改
革
等
の
取
組
み
」に
つ
い
て

（
栃
木
県
日
光
市
・
福
島
県

会
津
若
松
市
）

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

　

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
（
①
市

民
と
の
意
見
交
換
会
で
の
意

見
か
ら
、
市
政
の
問
題
点
や

課
題
を
発
見
し
、
②
そ
の
解

決
に
向
け
た
分
析
・
調
査
研

究
を
行
い
、
③
市
民
と
意
見

交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
政
策

立
案
、
政
策
提
言
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
）
を
確
立
。
市
民

意
見
を
基
に
し
た
政
策
立

案
・
政
策
提
言
と
そ
の
結
果

を
、
全
戸
配
布
の
議
会
白
書

等
で
市
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
せ
て
い
る
。

　

本
市
議
会
で
も
、
市
民
の

意
見
を
よ
り
的
確
に
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
政
策
形

成
過
程
の
シ
ス
テ
ム
化
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
会
報
告
会

　

日
光
市
議
会
で
は
、
報
告

会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
班

単
位
か
ら
常
任
委
員
会
単
位

で
テ
ー
マ
を
決
め
て
市
民
と

意
見
交
換
を
行
う
方
法
に
変

更
。
市
民
意
見
を
精
査
し
、

委
員
会
で
の
協
議
を
要
す
る

重
要
な
政
策
要
望
か
否
か
の

判
断
を
し
て
い
る
。

　

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、

地
区
別
と
分
野
別
の
２
種
類

の
方
法
で
市
民
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
。
意
見
交
換
会

を
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
起

点
に
位
置
づ
け
、
市
民
の
意

見
等
を
予
算
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
と
し
て
確
立
さ
せ
て

い
る
。

　

本
市
議
会
で
は
、
参
加
者

の
固
定
化
傾
向
等
が
み
ら
れ

る
た
め
、
常
任
委
員
会
単
位

で
の
開
催
、
テ
ー
マ
の
絞
り

込
み
、
市
政
へ
の
反
映
の
仕

組
み
づ
く
り
等
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

議
会
の
見
え
る
化

　
「
議
会
休
会
中
、
議
員
は

何
を
し
て
い
る
の
か
」「
退

職
後
に
議
員
年
金
が
も
ら
え

る
の
か
」
な
ど
、
市
民
に
議

会
活
動
等
が
十
分
理
解
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
会
津
若
松

市
議
会
で
は
議
会
白
書
を
全

戸
配
布
し
て
い
る
。
よ
り
開

か
れ
た
、
市
民
に
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
議
会
に
し
て

い
く
た
め
、
各
種
媒
体
を
活

用
し
、
効
果
的
に
情
報
発
信

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日光市議会議長から説明を受ける

８月30日に発生した高潮により通
行止めとなった県道竹野久美浜線
（楽々浦地内）

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

9
月
23
日

高
潮
被
害
の
状
況
に
つ
い
て

（
港
地
区
）

　

8
月
30
日
、
市
沿
岸
部
で

高
潮
被
害
が
発
生
し
た
。
本

委
員
会
で
は
高
潮
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
現
場
を
視

察
し
た
。

　

冠
水
時
に
は
排
水
ポ
ン
プ

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
な
ど
対

応
に
追
わ
れ
て
る
。
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〔
請
願
に
反
対
討
論
〕　
会
派
：
か
が
や
き
議
員

　

こ
の
交
渉
は
、
即
時
の
関
税
撤
廃
が
原
則
で
、
水
田
、
畑

作
品
目
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
国
家
貿
易
制
度
の
維
持
な
ど

多
く
の
例
外
措
置
も
獲
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
は
、
昨

年
11
月
末
に
「
T
P
P
総
合
対
策
本
部
」
に
お
い
て
、「
総

合
的
な
T
P
P
関
連
政
策
大
綱
」
で
T
P
P
の
効
果
を
ま
さ

に
我
が
国
の
経
済
再
生
、
地
方
創
生
に
直
結
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
政
策
、
及
び
T
P
P
の
影
響
に
関
す
る
国
民
の
不
安

を
払
拭
す
る
政
策
の
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
T
P
P

承
認
案
と
関
連
法
案
の
可
決
が
必
要
で
あ
る
。

　
〔
請
願
に
賛
成
討
論
〕　
会
派
：
み
ら
い
議
員

　

安
倍
首
相
が
万
全
な
国
内
対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
を
示

し
た
に
し
て
も
具
体
策
は
現
在
、
全
く
見
え
て
い
な
い
。
ア

メ
リ
カ
大
統
領
候
補
の
2
人
と
も
、
T
P
P
に
相
当
慎
重
な

態
度
で
あ
り
、
12
か
国
の
G
D
P
の
85
％
以
上
且
つ
、
6
か

国
以
上
の
発
効
と
い
う
発
効
手
続
き
を
考
え
る
時
、
ア
メ
リ

カ
不
在
の
場
合
、
G
D
P
は
、
わ
ず
か
39
・
5
%
に
し
か
な

ら
ず
、
そ
も
そ
も
発
効
す
ら
で
き
な
い
時
、
今
、
率
先
し
て

日
本
が
先
頭
に
立
ち
、
不
明
部
分
を
多
く
残
し
な
が
ら
、
今

臨
時
国
会
で
国
会
承
認
手
続
き
を
進
め
る
道
理
は
な
い
。

　
こ
の
請
願
は
、
委
員
会
で
は
全
会
一
致
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
が
、
本
会
議
に
お
い
て
反
対
・
賛
成
討

論
の
あ
と
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
に
関
す
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
教
民
生
委
員
会　
継
続
審
査

民
泊
に
対
し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
運
用
が
可
能
な
法
制

化
を
求
め
る
意
見
書　
　
　
　
　
　

 

全
会
一
致　
　
可
決

【
記
】

①　

民
泊
に
関
す
る
制
度
全
体
に
わ
た
り
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
運
用
可
能
な
法
制
化
を
進

め
る
こ
と
。

②　

管
理
責
任
の
点
で
明
確
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
厳
守
を
徹
底
さ
せ
る
仕
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
法
制

化
を
進
め
る
こ
と
。

③　

余
裕
の
あ
る
地
方
の
旅
館
・
民
宿
な
ど
に
訪
日
外
国
人

観
光
客
を
誘
導
し
周
遊
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
。

臨
時
国
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
批
准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請

願

 

反
対
・
賛
成
討
論
、
採
決
の
結
果　
不
採
択

提
出
者　

兵
庫
県
農
民
運
動
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

芦
田　

浅
己

〔
要
旨
〕

　

T
P
P
協
定
に
は
関
税
の
撤
廃
・
削
除
を
し
な
い
「
除
外
」

規
定
が
一
切
な
い
こ
と
。
付
属
書
で
、
日
本
だ
け
が
農
産
物

輸
出
大
国
5
か
国
と
の
間
で
さ
ら
な
る
関
税
撤
廃
に
向
け
た

見
直
し
協
議
を
特
別
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
一
切

手
を
つ
け
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
1
5
5
の
細
目
も
、
品
目

で
見
れ
ば
「
無
傷
」
の
も
の
は
た
だ
の
一
つ
も
な
い
と
い
う

事
実
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
、「
農
林
水
産
分
野
の
重
要
五
品

目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、
そ
れ
が
確
保
で
き
な

意
　
　
見
　
　
書

請
　
　
　
　
　
願

意見書・請願・陳情

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
脱
退
も
辞
さ
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
」
と
し
た
国
会
決
議
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
。

　

以
上
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
求
め
る
。

【
記
】

①　

臨
時
国
会
で
T
P
P
協
定
の
批
准
を
行
わ
な
い
こ
と
。

②　

上
記
の
項
目
に
つ
い
て
、
政
府
等
関
係
機
関
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

【
委
員
長
報
告
】

　

本
件
は
、
臨
時
国
会
で
T
P
P
協
定
を
批
准
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願
で
あ
る
。
委
員
会
に
お
い
て
、
請
願
の
内
容

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
す
る
中
で
、
一
部
委
員
よ
り
請
願
の

内
容
に
つ
い
て
採
択
に
反
対
の
立
場
か
ら
、「
T
P
P
の
大

筋
合
意
を
受
け
、
今
、
我
が
国
の
農
政
は
、『
農
政
新
時
代
』

と
も
言
う
べ
き
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。
生
産
者

の
持
つ
可
能
性
と
潜
在
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
対
し
て
我
が
国
の
豊
か
な

食
や
中
山
間
地
域
を
含
む
美
し
く
活
力
あ
る
地
域
を
引
き
渡

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、本
件
は
、

全
会
一
致
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
〔
請
願
に
賛
成
討
論
〕　
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員

　

T
P
P
の
受
け
入
れ
が
、
日
本
の
農
林
水
産
業
や
地
域
経

済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
も
の
と
な
る
。
我
が
地
方
の
特

産
で
あ
る
和
牛
に
つ
い
て
も
、
米
国
・
豪
州
か
ら
の
牛
肉
輸

入
増
は
、
但
馬
牛
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

神
戸
ビ
ー
フ
の
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
し
て

も
、
但
馬
牛
の
生
産
圧
迫
は
避
け
ら
れ
な
い
。
日
本
農
業
と
、

地
方
の
過
疎
、
高
齢
化
か
ら
、
ま
さ
に
地
方
創
生
の
た
め
に

も
、
農
業
・
林
業
な
ど
一
次
産
業
を
守
り
、
活
性
化
を
図
る

上
か
ら
も
T
P
P
批
准
は
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
。

陳
　
　
　
　
　
情


